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しておきましょう。

また速記文字を書くばかりでなく、速記文字を読む練習も平行して行いましょう。

テキストにある速記文字の上の普通文字を隠すことによって速記文字を読むことがで

きます。

「少し高度なテクニック」をのみ込むことができれば、その要領も覚えるとよいで

しょう。難しく感じる人は無視してもかまいません。

「練習問題」の単語も書いてみましょう。書いた後は、本書の最後に回答を掲載し

ていますので、確認しておきましょう。

４．練習の時間

できるだけ毎日、1 0 分、2 0 分でも結構ですから学習する時間をとりましょう。

技術を身につけるには、毎日の積み重ねが大切です。机に向かうことができない人も、

時間があいたときなど、頭で考えたり、空間に書いたりして練習することができます。

なお、私のホームページ「速記学習者、このページ集まれ！」（http://sokki.okos

hi-yasu.net/index.html）にも学習者に参考になる記事を満載していますので、参考

にしていただければ幸いです。
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